
立
命
館
在
職
三
十
二
年
の
回
顧

足
　
　
立

政
　
　
男

　
　
　
　
は
　
じ
　
め
　
に

古
人
が
〃
光
陰
矢
の
如
し
一
と
か
〃
月
是
関
守
り
モ
一
と
か
い
つ
て
、
召
の
立
っ
の
は
早
い
も
の
と
い
う
こ
と
姦
め
て

い
る
が
・
わ
た
く
し
が
立
命
館
大
学
に
就
任
し
て
今
年
で
満
三
十
二
年
在
職
し
た
こ
と
に
な
る
。
三
月
三
士
日
で
無
事
停
年
退
職

を
迎
え
・
親
愛
な
る
同
僚
の
諸
学
兄
に
よ
一
て
、
わ
た
く
し
の
退
職
記
念
号
の
学
会
誌
を
刊
行
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
言
、
ま
こ

と
に
光
栄
と
感
謝
と
で
感
慨
無
量
で
あ
る
。

わ
た
く
し
は
偶
然
に
も
・
新
制
大
学
と
し
て
の
経
済
学
部
第
一
星
入
学
の
創
立
期
に
あ
た
る
一
九
四
九
年
四
是
立
命
館
大
学

経
済
学
部
に
御
世
話
に
な
一
た
か
ら
、
わ
た
く
し
の
立
命
館
に
淳
る
経
匿
、
経
済
学
部
の
あ
ゆ
み
と
と
芝
綴
ら
れ
て
き
た
と

い
一
て
も
過
言
で
は
な
い
・
そ
の
意
味
で
簾
模
糊
と
し
て
記
憶
は
う
す
れ
、
ポ
ソ
ヤ
リ
し
て
い
る
点
皇
る
が
出
来
る
だ
げ
思
い

出
し
、
三
十
二
年
問
の
回
顧
録
を
綴
っ
て
見
た
い
と
思
う
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
一
　
新
制
大
学
発
足
期

一
九
四
九
年
当
時
の
立
命
館
大
学
経
済
学
部
農
小
路
通
寺
町
東
入
る
、
御
所
の
最
寄
り
に
あ
る
梨
木
神
杜
と
寺
町
通
り
を
は
さ

　
　
　
　
立
命
館
在
職
三
十
二
年
の
回
顧
一
足
立
一
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
七
一
六
七
九
一



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
二
八
（
六
八
○
）

ん
だ
東
隣
り
に
あ
り
、
旧
制
学
部
と
し
て
法
学
部
と
と
乏
す
で
に
五
十
年
近
い
古
い
歴
史
と
伝
統
を
を
・
年
こ
そ
若
い
が
文
学

部
と
共
后
制
の
三
学
部
が
存
在
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
と
奮
ん
で
専
門
学
校
が
併
設
さ
れ
て
い
た
・
そ
し
て
い
わ
ゆ

る
大
講
義
は
学
部
と
専
門
学
校
と
が
合
併
し
て
行
わ
れ
、
一
・
二
部
問
の
転
部
も
自
由
で
あ
り
、
今
目
の
よ
う
な
制
度
は
な
か
っ
た
。

　
　
一
九
四
九
年
は
日
本
に
と
つ
て
学
制
大
改
革
の
年
で
、
旧
制
大
学
、
旧
制
専
門
学
校
を
廃
止
し
て
・
現
行
の
四
年
制
大
学
に
は
じ

め
て
一
回
生
の
新
入
学
生
を
迎
え
入
れ
た
年
で
あ
っ
た
。

し
た
が
つ
て
、
大
学
当
局
嘉
制
度
の
大
学
に
切
り
替
え
る
諸
制
度
の
整
備
に
大
わ
ら
わ
で
あ
一
ち
経
済
学
部
の
専
任
賛
も

教
授
．
助
教
授
．
講
師
一
大
学
．
専
門
学
校
合
わ
せ
て
一
合
計
し
て
二
四
名
で
あ
一
た
し
、
法
学
部
・
経
済
学
部
の
事
務
室
も
・
先
生

方
の
控
室
も
共
に
ー
中
川
会
館
の
一
・
二
階
を
共
同
で
使
用
し
て
い
た
。

中
川
会
館
の
二
階
に
は
大
き
な
火
鉢
が
；
置
か
れ
、
こ
れ
を
一
の
字
型
に
ソ
フ
ァ
ー
で
囲
ん
で
あ
る
小
部
祭
あ
一
て
・
こ
れ

が
賛
の
控
室
に
な
つ
て
い
て
、
こ
こ
で
講
義
時
問
の
待
ち
合
わ
せ
が
行
な
わ
れ
、
先
生
方
の
茶
話
も
こ
こ
で
か
わ
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
教
授
会
と
い
つ
て
も
、
全
員
で
二
四
名
で
あ
る
か
ら
、
余
り
会
議
様
式
の
喧
票
く
が
く
の
討
論
と
い
っ
た
も
の
で
窪

く
、
当
時
長
期
に
わ
た
つ
て
勤
め
ら
れ
て
い
た
学
部
長
井
上
次
郎
教
授
の
下
で
、
次
か
ら
次
と
提
案
さ
れ
て
来
る
難
問
に
対
処
し
た
・

実
に
小
じ
ん
ま
り
し
た
教
授
会
で
あ
っ
た
。

一
九
五
〇
年
一
昭
和
二
奉
一
に
な
る
と
、
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程
経
済
政
策
専
攻
一
全
日
制
・
定
時
制
一
と
短
期
大
学
部

商
科
（
昭
和
二
五
年
四
月
～
二
九
年
三
月
）
な
ら
び
に
、
専
門
学
校
経
済
科
別
科
が
開
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
・

こ
こ
で
は
専
門
学
校
別
科
制
臣
一
言
ふ
れ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
こ
の
別
科
制
度
と
い
う
の
は
・
旧
制
中
等
学
校
卒
業
者
は
修

業
年
限
に
よ
る
資
格
で
新
制
大
学
の
入
学
資
格
を
葵
し
た
た
め
、
そ
の
資
格
を
取
得
せ
し
め
て
・
こ
れ
を
学
部
に
受
げ
入
れ
る
た



め
に
設
置
し
た
過
渡
的
措
置
の
一
種
で
あ
る
。
私
嘉
業
史
を
講
義
し
た
覚
え
が
あ
る
が
、
後
幕
為
の
人
材
が
こ
の
別
科
の
出
身

老
か
ら
輩
出
し
て
い
る
こ
と
隻
こ
と
に
う
れ
し
い
限
り
で
あ
る
。
一
九
五
一
一
一
年
三
是
至
り
、
別
科
は
そ
の
任
務
を
終
了
し
た
と

見
倣
さ
れ
て
廃
止
さ
れ
た
。

さ
き
に
設
置
さ
れ
た
短
期
大
学
部
商
科
も
四
年
制
大
学
に
お
げ
る
教
学
の
一
貫
制
と
、
そ
の
充
実
と
い
う
讐
の
も
と
に
震
的

農
止
が
行
わ
れ
ち
時
に
一
九
五
四
年
三
月
で
あ
一
た
が
、
こ
こ
纂
済
学
都
は
四
年
制
一
本
化
の
体
制
で
も
つ
て
、
教
育
研
究

の
一
層
の
充
実
に
専
念
す
る
こ
と
が
可
能
に
言
、
含
に
お
げ
る
学
襲
学
の
基
撃
一
応
完
成
を
見
た
の
で
あ
る
。

一
部
．
二
都
と
芝
卒
業
生
も
急
増
し
、
一
九
至
一
、
五
七
年
は
八
○
・
－
九
・
○
名
余
り
差
り
、
在
学
生
は
学
部
の
収
容
力

を
超
過
し
・
大
講
義
も
超
満
員
で
あ
り
、
後
に
一
ス
プ
一
教
育
の
シ
ソ
ボ
ル
に
な
つ
た
。
一
…
名
を
収
容
し
て
嘉
義
が
可
能

た
研
心
館
が
建
て
ら
れ
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
っ
た
。

こ
の
一
ス
プ
一
教
育
姦
年
で
終
わ
る
の
で
あ
る
が
、
目
本
の
戦
後
纂
げ
る
イ
ソ
フ
レ
経
済
の
中
で
、
大
学
教
育
の
大
衆
化
に

見
合
一
た
相
対
的
低
学
費
と
・
庶
民
の
大
学
を
旗
じ
る
と
し
て
、
学
園
の
教
学
拡
充
の
財
源
を
確
保
す
る
一
大
培
養
源
と
な
り
、

立
命
館
大
学
が
総
合
大
学
と
し
て
震
す
る
基
讐
形
成
し
た
一
面
の
事
実
は
見
逃
す
わ
げ
に
は
い
か
た
い
。

　
　
　
　
　
二
　
経
営
学
部
の
創
出
と
大
学
院

立
命
館
大
学
の
名
声
と
・
そ
れ
に
と
差
う
経
済
学
部
教
学
の
充
蒼
よ
至
婆
の
急
増
と
、
当
時
の
罠
的
隻
請
に
応
え

て
二
九
五
三
年
・
学
都
の
中
に
経
済
学
科
と
経
営
学
科
の
二
学
科
を
開
設
し
た
が
、
こ
の
う
ち
、
経
営
学
科
は
恰
肇
○
年
後
の

一
九
六
二
年
四
是
至
り
・
経
営
学
部
と
し
て
分
離
独
立
し
た
。
こ
れ
窪
済
学
都
発
足
以
来
の
画
期
的
実
改
革
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
九
（
六
八
一
）

　
　
　
　
立
命
館
在
職
三
十
二
年
の
回
顧
（
足
立
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
二
十
九
巻
．
第
四
号
一
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇
一
六
八
二
一

　
　
一
九
六
〇
ヰ
、
六
一
年
は
こ
の
経
営
学
部
寡
離
独
立
さ
せ
る
た
め
、
生
み
の
苦
し
み
を
味
一
た
年
で
あ
る
・
学
都
を
出
て
新
設

学
部
に
移
る
教
賢
と
、
残
留
し
て
経
済
学
部
の
伝
統
を
守
ら
ね
窪
ら
な
い
者
と
の
、
別
離
の
悲
し
み
は
今
も
一
て
思
い
出
の
一

頁
と
な
つ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
立
命
館
大
学
発
展
の
第
一
歩
で
あ
り
、
そ
の
基
礎
と
な
一
た
た
功
績
は
実
に
大

な
る
も
の
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
一
九
六
二
年
四
月
い
よ
い
よ
経
済
学
部
経
営
学
科
は
分
離
独
立
し
、
現
在
の
経
営
学
部
が
開
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
・
そ
の
誕
生

の
経
緯
か
ら
、
経
営
学
部
は
経
済
学
を
基
礎
と
す
る
経
営
学
の
専
攻
を
理
念
と
す
る
も
の
で
・
二
学
部
は
異
体
同
心
的
な
特
色
を
も

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
経
済
学
部
も
、
経
済
学
一
本
の
学
部
と
な
り
、
学
部
の
拡
充
は
急
速
に
す
す
み
、
そ
の
余
力
を
も
一
て
大
学
院
の
改
革

と
取
組
む
に
至
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
一
九
六
四
年
に
至
り
、
さ
き
に
開
設
さ
れ
て
い
た
大
学
院
の
経
済
学
研
究
科
経
済
政
策
専
攻
を
廃
止
し
・
大
学
院
経

済
学
研
究
科
経
済
学
専
攻
が
開
設
さ
れ
た
。
私
も
当
時
は
井
上
晴
丸
学
部
長
の
補
佐
役
で
あ
る
学
部
主
事
を
仰
せ
つ
か
一
て
い
て
・

大
学
院
開
設
の
人
事
や
、
申
請
手
続
で
い
ろ
い
ろ
苦
労
し
た
が
、
当
時
、
認
可
を
厳
し
く
し
て
い
た
文
部
省
の
資
格
審
査
も
蛙
一
事
切

り
抜
げ
、
修
士
課
程
と
同
時
に
博
士
課
程
を
増
設
し
得
た
喜
び
は
、
今
も
一
て
忘
れ
る
こ
と
が
出
委
い
・
た
だ
残
念
な
こ
と
は
後

年
、
井
上
晴
丸
教
授
が
在
職
中
に
御
他
界
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
◎

な
お
、
特
記
す
べ
き
今
一
っ
の
改
革
は
、
一
九
六
三
年
の
二
部
統
一
事
務
室
の
設
置
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
・
全
学
二
部
学
生
の
事

務
を
学
部
か
ら
切
り
離
し
て
統
一
し
、
二
部
事
務
室
で
晋
警
と
い
一
た
現
行
制
度
で
膏
・
一
一
れ
に
伴
一
て
学
則
の
大
改
正
も

行
わ
れ
た
。



　
経
済
学
部
の
二
部
も
こ
の
改
革
に
よ
り
、
一
部
の
教
授
会
と
事
務
室
か
ら
二
部
が
切
り
離
さ
れ
、
そ
の
教
学
は
、
各
学
部
選
出
の

二
部
専
念
教
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
二
部
協
議
会
と
二
部
事
務
室
の
下
で
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
，
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
大
改
革
は
や
が
て
次
に
起
き
る
、
経
済
・
経
営
両
学
部
の
一
部
の
み
（
二
部
は
広
小
路
残
存
）
の
衣
笠
キ
ャ
ソ
パ
ス
移
転
を
容

易
に
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
し
、
反
面
、
経
済
・
経
営
の
一
・
二
部
を
分
断
し
た
マ
イ
ナ
ス
面
を
惹
起
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ

っ
た
。

　
今
一
っ
の
画
期
的
教
学
上
の
出
来
ご
と
は
、
今
日
立
命
館
教
学
の
特
色
の
一
っ
に
た
っ
て
い
る
「
小
集
団
を
軸
と
す
る
教
学
」
体

制
の
発
足
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
六
四
年
の
四
月
か
ら
、
プ
ロ
ゼ
、
・
・
が
開
講
さ
れ
、
一
回
生
か
ら
四
回
生
に
至
る
小
集
団
教
育

が
一
貫
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
教
学
の
一
層
の
充
実
が
図
ら
れ
て
今
目
に
至
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

三
　
衣
笠
へ
の
学
部
移
転

　
つ
づ
い
て
、
一
九
六
五
年
四
月
に
は
立
命
館
大
学
開
学
以
未
幾
十
年
、
住
み
な
れ
た
思
い
出
多
い
広
小
路
キ
ャ
ソ
パ
ス
を
後
に
し

て
、
緑
も
豊
か
な
衣
笠
キ
ャ
ソ
パ
ス
の
新
天
地
に
、
立
命
館
学
園
百
年
の
大
計
を
果
す
べ
く
、
一
拠
点
政
策
の
先
陣
を
切
っ
て
、
経

済
学
部
は
兄
弟
学
部
で
あ
る
経
営
学
部
と
一
緒
に
移
転
を
断
行
し
た
。

　
衣
笠
は
京
洛
の
画
家
が
「
花
鳥
浄
土
の
地
」
と
名
づ
げ
て
い
た
だ
げ
に
、
春
夏
秋
冬
季
節
の
移
り
変
わ
り
に
応
じ
て
、
小
鳥
の
鱒

る
声
に
も
趣
き
が
あ
り
、
こ
と
に
、
秋
の
紅
葉
か
ら
冬
の
雪
景
色
は
実
に
美
し
い
。
当
時
、
等
持
院
の
森
を
く
ぐ
り
抜
げ
て
キ
ャ
ソ

パ
ス
に
着
い
た
途
端
、
松
の
緑
で
ゆ
る
や
か
な
稜
線
を
描
く
衣
笠
山
の
美
景
に
魅
せ
ら
れ
て
、
思
わ
ず
嘆
声
を
あ
げ
る
こ
と
も
し
ぱ

し
ば
で
あ
っ
た
。
今
で
は
学
舎
が
建
て
こ
ん
で
昔
の
趣
き
は
な
く
た
り
っ
っ
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
空
気
は
澄
ん
で
、
真
珠
の
微
粒
を

　
　
　
立
命
館
在
職
三
十
二
年
の
回
顧
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
（
六
八
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二
（
六
八
四
）

ふ
く
ん
だ
よ
う
に
う
る
お
い
に
満
ち
、
四
季
の
微
妙
た
さ
さ
や
き
や
お
と
ず
れ
は
五
感
を
通
じ
て
し
ず
か
に
味
う
こ
と
が
出
来
る
。

キ
ャ
ソ
バ
ス
と
し
て
は
ま
こ
と
に
好
個
の
地
で
あ
る
。

　
十
年
一
昔
と
い
三
言
葉
が
あ
る
が
、
当
時
の
経
済
学
部
の
先
生
方
も
今
で
は
十
数
名
を
残
す
だ
げ
で
、
物
故
さ
れ
た
先
生
が
多
く

淋
し
い
隈
り
で
あ
る
。
当
時
、
移
転
に
苦
労
さ
れ
た
井
上
晴
丸
教
授
（
昭
和
三
八
年
学
部
長
）
、
高
橋
良
三
教
授
（
同
三
九
年
学
部
長
）
の

御
二
人
と
も
亡
く
な
ら
れ
て
、
誠
に
残
念
で
あ
る
。
な
お
、
わ
た
く
し
は
当
時
、
井
上
学
部
長
の
下
で
学
部
主
事
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
だ
げ
に
、
感
慨
一
し
お
の
も
の
が
あ
る
。

　
さ
て
、
経
済
・
経
営
の
両
学
部
が
一
緒
に
移
転
の
先
陣
を
勤
め
た
の
は
、
さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
経
営
学
都
の
誕
生
が
わ
が
経

済
学
部
か
ら
経
営
学
科
が
分
離
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ぽ
骨
肉
を
分
げ
合
っ
た
親
密
な
間
柄
で
、
学
都
設
立
の
建
前
が

「
経
済
学
を
土
台
に
し
た
経
営
学
を
研
究
教
育
す
る
」
と
い
っ
た
学
部
で
あ
っ
た
た
め
、
両
学
部
を
衣
笠
と
広
小
路
に
引
き
裂
く
こ

と
は
教
学
上
大
き
な
マ
ィ
ナ
ス
に
な
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
て
、
こ
の
よ
う
な
親
密
な
二
学
部
が
存
在
し
、
先
陣
学
部
と
し
て
同
時
に
移
転
出
来
た
こ
と
は
、
衣
笠
一
拠
点
を
志
向
し

て
い
た
立
命
館
学
園
に
と
っ
て
は
、
ま
こ
と
に
幸
運
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
両
学
部
が
移
転
し
て
、
全
学
移
転
へ
の
地
な
ら
し
を
し

て
、
産
業
杜
会
学
部
・
文
学
部
・
法
学
部
と
残
存
学
部
の
移
転
を
ス
ム
ー
ス
に
し
、
そ
の
吸
引
力
と
た
っ
た
功
績
は
不
減
の
も
の
で

あ
る
と
信
じ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
少
し
理
屈
っ
ぽ
く
な
る
が
、
衣
笠
移
転
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
の
思
い
出
を
少
し
綴
っ
て
お
く
と
、
お
よ
そ
次
の
如

く
で
あ
る
。

　
時
あ
た
か
も
井
上
学
都
長
で
私
が
学
部
主
事
で
あ
っ
た
一
九
六
三
年
（
昭
三
八
）
六
月
一
五
目
の
第
二
八
八
回
大
学
協
議
会
で
決



定
さ
れ
た
「
学
園
振
興
基
本
要
項
」
に
基
づ
い
て
、
同
年
七
月
二
〇
日
の
教
授
会
で
学
部
移
転
に
っ
い
て
最
終
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
目
は
忘
れ
も
せ
ぬ
じ
り
じ
り
と
し
た
暑
い
日
で
あ
っ
た
。
中
川
会
館
（
広
小
路
）
で
は
、
延
友
七
時
問
に
わ
た
っ
て
、
移
転
の

可
否
が
検
討
さ
れ
た
。
最
終
の
賛
否
両
論
で
、
ま
こ
と
に
き
び
し
い
も
の
が
あ
っ
た
だ
け
に
、
移
転
の
協
力
を
要
請
す
る
学
部
長
、

学
部
主
事
（
わ
た
く
し
）
と
し
て
は
、
そ
れ
ま
で
幾
度
も
の
教
授
会
で
積
み
重
ね
て
来
た
議
論
の
成
果
を
整
理
し
な
が
ら
、
教
授
会

が
全
員
一
致
で
衣
笠
移
転
の
了
承
を
得
る
ま
で
精
魂
を
傾
け
た
も
の
で
、
今
で
も
忘
れ
得
ぬ
思
い
出
の
一
頁
と
し
て
髪
髭
と
し
て
当

時
の
会
議
の
様
子
が
蘇
っ
て
く
る
。

　
要
す
る
に
、
両
学
部
の
衣
笠
移
転
は
、
法
・
経
・
営
・
文
の
四
学
部
は
狭
隆
な
広
小
路
キ
ヤ
ソ
バ
ス
に
見
切
り
を
つ
げ
、
教
育
研

究
の
諸
条
件
を
充
た
す
た
め
に
衣
笠
へ
移
転
し
、
衣
笠
を
一
拠
点
と
す
る
総
合
大
学
を
実
現
す
べ
し
と
い
っ
た
結
論
に
し
た
が
っ
て
、

そ
の
先
陣
の
役
割
を
果
た
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
来
た
る
一
九
八
一
年
四
月
か
ら
は
全
学
部
が
衣
笠
に
結
集
し
得
て
、
創
立
八
○
周
年
の
祝
賀
式
典
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
・
こ
の
衣
笠
一
拠
点
へ
の
先
鞭
を
っ
け
た
一
九
六
三
年
当
時
を
思
い
お
こ
す
と
ま
こ
と
に
・
感
慨
無
量
の
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
四
　
大
学
紛
争
以
降

　
一
九
六
九
年
一
月
に
全
国
的
規
模
で
大
学
紛
争
が
起
り
、
わ
が
立
命
館
も
不
幸
に
し
て
そ
の
渦
中
に
巻
き
こ
ま
れ
た
。
し
た
が
っ

て
経
済
学
部
も
教
学
上
に
一
大
支
障
を
来
た
し
た
の
で
あ
る
。

　
恰
度
・
わ
た
く
し
は
当
時
の
入
試
副
委
員
長
で
あ
っ
た
た
め
、
無
事
入
学
試
験
が
完
遂
出
来
る
か
ど
う
か
目
夜
苦
悩
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
と
に
入
試
委
員
長
（
教
学
担
当
理
事
ｕ
天
野
法
学
部
教
授
）
が
辞
任
後
は
入
試
の
責
任
者
と
し
て
、
入
試
本
都
を
設
置
し
た
広

　
　
　
立
命
館
在
職
三
十
二
年
の
回
顧
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
三
（
六
八
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
四
（
六
八
六
）

小
路
学
舎
が
紛
争
の
中
心
に
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
衣
笠
学
舎
に
移
し
た
り
、
入
試
間
題
の
保
管
、
答
案
用
紙
の
保
管
、
試
験
場
の

確
保
、
採
点
の
無
事
進
行
等
々
、
難
問
題
が
山
積
し
た
が
、
全
学
あ
げ
て
の
協
力
を
得
て
無
事
終
了
が
出
来
た
こ
と
は
何
よ
り
の
喜

び
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
て
、
全
立
命
の
教
職
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
経
済
学
部
の
教
職
員
は
目
夜
を
わ
か
た
ず
、
そ
の
解
決
に
全
力
を
あ
げ
た

が
、
こ
の
学
園
紛
争
は
後
年
に
至
る
ま
で
大
き
な
傷
口
を
残
す
結
果
と
な
り
、
教
職
員
に
多
く
の
物
故
者
を
出
す
に
至
っ
だ
一
大
原

因
に
も
な
っ
た
と
す
ら
考
え
ら
れ
る
。

　
わ
た
く
し
も
当
時
、
も
し
入
試
に
故
障
が
発
生
し
た
場
合
は
即
座
に
大
学
を
辞
任
す
べ
く
、
辞
表
を
懐
に
し
た
毎
目
の
勤
務
で
あ

っ
た
が
、
無
事
入
試
の
完
遂
を
見
て
、
今
目
こ
う
し
て
円
満
停
年
退
職
の
目
を
迎
え
得
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
誠
に
幸
運
の
極
み

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

五
　
学
部
長
時
代
以
降
今
日
ま
で

　
一
九
七
〇
年
四
月
の
学
部
長
に
手
嶋
正
毅
教
授
が
就
任
さ
れ
た
が
問
も
な
く
病
魔
に
犯
さ
れ
逝
去
さ
れ
た
た
め
、
わ
た
く
し
が
六

月
か
ら
学
部
長
の
任
に
っ
い
た
が
、
そ
の
年
の
一
〇
月
学
費
値
上
げ
が
提
案
さ
れ
た
。
当
時
は
学
園
紛
争
直
後
の
こ
と
と
て
、
学
生

の
精
神
的
荒
廃
も
末
だ
回
復
せ
ず
、
学
校
対
学
友
会
の
対
立
も
す
さ
ま
じ
く
、
学
部
団
交
、
全
学
団
交
等
が
行
わ
れ
、
石
の
よ
う
な

紙
っ
ぶ
て
が
学
部
長
理
事
目
が
げ
て
投
げ
付
け
ら
れ
、
そ
の
一
っ
が
煩
に
あ
た
っ
て
思
わ
ず
悲
鳴
を
あ
げ
た
が
、
今
も
忘
れ
得
ぬ
思

い
出
の
一
こ
ま
で
あ
る
。
そ
し
て
、
翌
七
一
年
四
月
に
学
費
改
定
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
一
九
七
〇
年
一
月
、
故
末
川
総
長
が
辞
任
さ
れ
、
新
し
く
制
定
さ
れ
た
総
長
公
選
制
度
の
下
に
、
初
代
総
長
と
し
て
経
済



学
都
か
ら
故
武
藤
守
一
教
授
が
琶
さ
れ
、
翌
年
亡
く
奮
れ
る
ま
で
わ
た
く
し
は
学
都
長
理
事
と
し
て
、
先
生
と
行
動
を
共
に
し

た
が
・
こ
れ
患
い
出
の
深
い
；
で
あ
り
、
そ
の
学
園
葬
は
悲
し
い
出
来
事
と
し
て
忘
れ
婁
い
も
の
が
あ
る
。

一
九
七
三
年
一
〇
月
に
再
び
学
費
値
上
げ
の
提
案
が
行
わ
れ
、
時
の
学
部
長
関
弥
三
郎
教
授
美
変
御
苦
労
さ
れ
た
末
、
一
九
七

四
年
度
か
ら
学
費
改
定
を
見
た
。

わ
以
降
・
学
費
改
訂
は
数
度
繰
り
返
え
さ
れ
て
今
是
至
つ
て
い
る
が
、
た
ま
た
ま
そ
の
年
度
に
就
任
さ
れ
た
学
都
長
の
御
苦
労
は

筆
舌
に
尽
し
難
い
も
の
が
菅
、
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
敬
意
裏
す
る
次
第
で
あ
る
。

一
九
七
九
年
二
月
に
は
吉
目
を
ト
し
て
塩
田
庄
兵
衛
学
部
長
の
下
で
新
製
済
学
都
三
〇
周
年
祝
賀
の
式
典
が
行
わ
れ
、
学
部

年
長
者
の
故
を
も
一
て
・
わ
た
く
し
が
経
済
学
都
三
〇
年
の
思
い
出
姦
演
し
、
わ
た
く
し
の
立
命
館
大
学
、
こ
と
に
、
経
済
学
部

勤
務
に
一
つ
の
区
切
り
を
つ
げ
得
た
こ
と
は
何
よ
り
も
幸
せ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

お
　
わ
　
り
　
に

お
よ
そ
時
竺
切
の
も
の
を
創
造
し
、
ま
た
、
一
切
の
も
の
を
変
化
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
歴
史
的
た
時
は
過
去
か

ら
今
に
至
り
・
さ
ら
に
、
未
来
に
継
続
し
て
無
限
に
流
れ
て
行
く
が
、
繰
り
返
し
た
り
、
再
現
し
た
り
す
る
こ
と
が
出
委
い
も
の

で
あ
る
二
九
四
九
年
に
立
命
館
大
学
経
済
学
部
募
任
し
た
わ
た
く
し
嘉
数
ケ
月
、
三
月
三
士
是
は
停
年
退
職
の
目
を
迎

え
る
こ
と
に
な
乏
新
制
大
学
と
し
て
の
経
済
学
部
の
年
齢
が
わ
た
く
し
の
勤
務
年
数
で
も
あ
り
、
満
三
二
年
に
た
る
。
楽
し
か
つ

た
こ
と
・
嬉
し
か
一
た
こ
と
・
差
、
苦
し
か
一
た
こ
と
、
悲
し
か
つ
た
こ
と
が
走
馬
灯
の
よ
乏
去
来
し
、
今
は
じ
つ
と
来
し
方

の
歳
月
を
見
っ
め
た
が
ら
静
か
に
暮
し
て
い
る
の
が
昨
今
の
わ
た
く
し
で
あ
る
。

　
　
　
立
命
館
在
職
三
十
二
年
の
回
顧
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
五
（
六
八
ヒ
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
、
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
六
（
六
八
八
）

　
お
わ
り
に
臨
み
、
故
人
と
な
ら
れ
た
先
輩
の
諸
先
生
方
の
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
同
時
に
、
欠
陥
だ
ら
げ
の
至
ら
ぬ
私

老
停
年
退
職
の
目
ま
で
深
い
友
情
で
お
守
り
下
さ
っ
た
同
僚
諾
学
兄
の
先
生
方
に
満
腔
の
謝
意
を
表
し
、
あ
わ
せ
て
・
経
済
学
部
の

益
々
の
発
展
を
祈
念
し
て
止
ま
ぬ
次
第
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
よ
た
ら


